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 With a whispering voice of the narrator, “Sth, I know that woman”, Jazz (1992) 

starts.  This voice at first exults as it records the emergence of a new order: “ Here 

comes the new . Look out. There goes the sad stuff. ...  History is over, you all and 

everything’s ahead at last.” And at the end of the story it cries for love without 

hesitation. It so easily brings us to the confusing world and the voice of the narrator 

hurtles along offering bits of information which makes no sense until we advance much 

further where seemingly unrelated characters and events are realized.  Morrison’s 

original interest in the story was to know her broader fascination with women’s 

unselfishness ― the willingness to die for someone they love more than themselves.   

Morrison, when she had an interview titled “The Seams Can’t Show,” observed , 

“Actually , I think, all the time that I write, I’m writing about love or its absence.”. 

Focusing on her novel Jazz, I hope to explore her concern with the notions of love 

and loss, so that I can argue how the voice of the narrator in Jazz whispers us about 

what true human love would be like. Let us listen to the woman of sound, of love, and of 

divine. 
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＜１＞はじめに 
  “そうよ､わたしあの女を知っているわ。レノックス通りで鳥の群れと暮らしていた

女でしょ。夫は十八歳の女の子を好きになって、それも心底惚れてね、薄気味悪いほどだ

った。男は幸せを通り越しちゃって、悲しみに執りつかれ、小娘の愛をずっと引き留めて

おきたいと、その子を殺したのよ。あの女の名前？ヴァイオレットと言うのさ。小娘の顔

を見たくて葬式にまでやって来て、死んでいる娘の顔に切りつけたんだ。みんなが女を 
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床に取り押さえつけると教会の外へ放り出したけどね。するとあの女、雪の中を駆けてア

パートに戻り着くと、鳥籠の小鳥を全部追い出したのよ。凍え死にしようが、飛び去って

いこうが、おかまいなしさ。運を天に任せて、一羽残らず窓から放したのさ。あの「愛し

ているヨ～」といつも挨拶するオオムまでもね。”（『ジャズ』７）(2) 
                                 
この物語は妻もいる五十路を過ぎた男が、懸想した 18 歳の若い女の後を追ってパーテ
ィにやってくるのだが、なんとそこで男はその小娘を射殺してしまうのである。これは実

際にあった殺人事件に基づいて書かれた作品である。作家モリスンは「わたし」と名乗る

語り手に全ての物語を託して、自分は離れたところから物語の推移を見守ると言う趣向で

ある。読者は一体この語り手は誰だろうと好奇心を抱きながら読み進むことになる。すべ

てを知り尽くしているかのように語る彼女は、しかし時間の進行どおりには話してくれな

い。それが過去のものであるかと思えば、ふいに現在のことを語る。次の瞬間なんの断わ

りもなくまた過去の事柄に戻っていく。だから物語そのものは過去に戻ったり、現在を語

ったり、振り子のように揺れ動く。通常の物語の進展を期待することは出来ない構成にな

っている。語り手から放出される情報は時空を越え、自由に往来し、束縛されることなく

気ままに読者に語りかけてくる。まさしくジャズのアドリブ、何が起こるか知れない。読

者は最後までこの話し手に耳を傾け、語られる情報を基に各自が好きなように物語に組み

立てていくことになる。これがモリスンの取る物語の手法であり、読者とともに考える文

学なのであろう。それはテナー・サックスとドラムの掛け合い演奏のようなもので、筋書

きがあって無きがごときものだ。これは「伝承と語り」（Oral and audible）の形式を引く
アフリカン・アメリカン文学に共通する語りの手口で、遠くアフリカ文化の伝統を伝えて

いる。作者モリスンはこの「語り部」に気前よくフリーハンドの特権を与えている。 
＜２＞ 見つめ返す小娘の写真 
ではもう少し物語の流れを追ってみよう。たとえば登場人物の一人で、物語の冒頭に現

れてくるヴァイオレットという女だが、語り手の紡ぎ出す情報によれば年齢は五十歳、一

方小娘については名前がドーカス、年齢 18 歳、それに美容院で働いていたと言うこと以
外なにも分からない。夫がこの小娘になぜ懸想したのか、もっと知りたくなった妻ヴァイ

オレットは、聞き込みを始める。手始めに彼女が訪れたのが同じアパートの二階に住むマ

ルヴォンヌという女だ。実はこの女の住む部屋が夫とドーカスの情事の場所に供されてい

たことが物語のずっと後で知らされる。しかし語り手はふいに、ヴァイオレットが暮らし

ているシティの情景を、あたかも自分が住んでいる町のように語る。 
 「わたしは、このシティに夢中なの」,「シティのなかだと、人がなにをしようとシティ
が支えてくれるのよ。そう、何をしようとね、シティが背景になってくれるわ」（１３）。 
 
語り手が言うシティとは、ニューヨーク・シテイであることにすぐ読者は気づく。その

シティにヴァイオレットと夫ジョウ・トレースが住むアパートがある。 
 「どの部屋も布をかぶせた空の鳥籠さながらで、二人が夜を過ごすのに死んだ女の子の

顔は欠かせない。ニ人は代わる代わるベッドおおいをはねのけ中くぼみになったマットレ



スから起き上がり、冷たいリノリュームの上をしのび足で客間へと行き、家の中で唯一の

生きている存在に見えるもの、マントルピースの上から見つめ返す大胆な、微笑んでいな

い小娘の写真、をじっと見る。忍び足をしているのが妻の傍らのさみしさに耐えきれなく

なったジョー・トレースだとしたら、その顔は希望も後悔もなく彼を見つめ返す。そばに

いたい切望に身を妬かれて、夜の眠りから彼を目覚めさせるのはこの非難のない表情だ。

顔はおだやかで、寛大で、やさしい。だが忍び足をしているのがヴァイオレットだとした

ら、写真は全然違う顔を見せる。」（１７） 
＜３＞ 勝ち目のない恋敵 
 もちろん、ヴァイオレットだって、心の中は苦渋に満ちていて、夫を寝取った小娘に負

けているわけにはいかないのだ。その小娘ドーカスの生い立ちがちらっと語られる。 
彼女の両親はむごい殺され方をし、ドーカスを残して亡くなった。幼いドーカスは叔母

のアリス・マンフレッドに引き取られて育てられた。したがってアリスはドーカスの育て

の母というわけ。ヴィオレットはそのアリスに会いに行くのだが、ドーカスのことが知り

たいというヴィオレットにアリスは「わたし、あなたのような女性
お ん な

がわからないわ。ナイ

フを持った女性が・・・」と呟く。ヴィオレットは即座に答えた。「わたしは、ナイフを持

って生まれたわけじゃないわ」と。アリスはこの平然とした態度に抑えきれない激怒を感

じた。「あんたは、死んだ女の子を侮辱するために、ナイフを持ったのよ。」そして追いか

けるように問い詰めた。「どうして？彼女が若くて、きれいで、あんたの夫を奪ったから？」 

しばらく沈黙していたヴィオレットがぽつりと言った。「あんただったら、やりませんか？

自分の男のために戦いませんか？」（９６）。夫を寝取られた女と、わが子同然に育てた姪

を殺された女とが今向き合っている。それぞれの想いは異なっているが、悲しみは共に共

有している。 

ヴィオレットのところに髪をセットしに来た客が言う。「死んだ女
もの

と愛を競い合っても死

者にはかなわないわ。いつも負けってわけよ」（２０）。それはヴァイオレットにも分かっ

ていた。わかっていながら毎夜、ドーカスの写真と眼を合わさないではいられないのであ

る。だから、ヴァイオレットは「死んだ小娘にジョーを奪われたばかりか、今では自分も

“彼女に恋している”女のように生きている」のではないかとさえ思うようになった。そ

れもそのはず。二人のアパートに今あるのは、「夜っぴてふたりを目ざめさせる銀縁のドー

カス・マンフレットの写真」（１８）だけなのだ。 
＜４＞ 二人の女の喪失感 
 さて、語り手は娘と思うドーカスを失ったアリス・マンフレッドと夫を奪われたヴァイ

オレットをお互い「女」であるという原点に立たせて、向き合わせ、語り合わせるシーン

を手際よく設定していく。始めにアリスはまるで自分に言い聞かせるように言う。「あなた

は、失うことがどういうものなのか、知らないのよ」（９８）と。確かにアリスは苦労して

育てた姪のドーカスを失ったのだから悲しみも深いのだが、しかしヴァイオレットも多く

を失っている。夫と共に支えてきた自分たちの過去の人生を・・。その意味ではこの二人



の女は「失うこと」が残していった心の傷と、の喪失感を共有していることになる。もし

二人が分りあえるとしたら「失ったことの痛み」による思いやりだろう。事実、ふたりの

敵意は不思議にも消えていく。だが夫のジョーは何を失ったといえるだろうか。彼が手に

していた銃を自分の手と思い込み、ドーカスが倒れる前に彼女を抱きしめてやろうと思っ

ていたのだという。そして夜ごとドーカスの顔写真に向き合うだけだ。妻ヴァイオレット

の心の苦しみを共有できないジョーは、妻と再び分かり合える日があるのだろうか？モリ

スンは物語の最後までなんの解決も示さない。ジョーの痛みはジョーだけの痛みとして終

わらせている。 
この物語の手法はジャズ奏者が勝手気ままにアドリブを演奏していく様を再現している。

どんなテンポで、どんな旋律が、読者の耳に飛び込んでくるかだれも知らない。登場人物

の過去が、現在が、次々と、揺れ動く「語り手」の興が昂ずるままにそれぞれの音を奏で

ていく。殊にヴァイオレットの姿はモリスンが描写するシティの映像の中で見え隠れする

幻であり、愛をなくした女であった。 
 「額の上にあみだにかぶった帽子のせいで、ヴィオレットは頭が弱い人間のように見え

た。」（９９）と話し手は語る。「わたしの皮を着て」シテイを歩き、「私の眼」で他のもの

を見て、そして他のことを考えている「もう一人のヴァイオレットは一体だれなの」（９９）

と、考える。こうして二人のヴィオレットが登場してくる。その時その場の役目を負わさ

れて。なぜヴィオレットはナイフで、すでに死んでいる小娘ドーカスの顔に切りつけよう

としたのか、そしてドーカスに心底溺れていった夫ジョーとヴィオレットとの関係がいか

なるものだったのかを、二人のヴィオレットは解き明かそうと動き回る。作家モリスンは

こうした複数の登場人物を創造して、語り手の眼と心となし、ヴァイオレットという女の

深奥に迫ろうとしているに違いない。これはきわめて意欲的な試みだが、同時に読者をひ

どく困惑させる。だが困惑すればするほど、読者はその先を欲しがることをモリスンは熟

知しているのだ。 
＜５＞ シティが逢わせた少女ドーカス 
 さて語り手が明かすヴィオレットという女の半生も人の愛に欠けていた。彼女の父は家

を飛び出したまま帰ってこない。ある日面識のない男たちが家に踏み込んできて、母ロー

ズ・デアに夫の借用証文を見せ、家財道具一切を持ち去っていった。五人の子どもを抱え

た母ローズはボルチモアから駆けつけた彼女の母親トルー・ベルの保護を受けるはめにな

る。平穏に暮らす４年が過ぎたある日ローズ・デアは井戸に飛び込み自殺をとげる。とこ

ろが母の葬式が済んだ二週間後、なんとたくさんのみやげを子どもたちに買って父が帰っ

子どもたちにてきたではないか。「ローズ・デアには、これまでだれも持ったことのない、

絹の枕カヴァーを」（１１0）買ってきたのに、しかし贈り物は間に合わなかったと嘆く。
そして父はまた家を出ていった。ほどなく祖母トルー・ベルも「生きていることを神様に

感謝しなさい。そして、死ねることを命に感謝しなさい」と教え、他界した。彼女がヴィ

オレットに残した影響は大きかった。しかしそれ以上に母ローズの自殺の衝撃が大きすぎ

て彼女は家から一歩も出ることができなかった。母が死んだ「井戸が彼女の眠りを吸い取

ってしまった」からだ。しかし家に引き篭もるヴィオレットに妹たちと一緒に綿摘みの労



働者として送り出したのは祖母トルーベルだった。そして彼女はジョー（ジョーゼフ・ト

レース）と運命的な出会いを果たすのである。やがて二人は結婚し、シティにやってくる。

これはヴィオレットにとっても、ジョーにとっても人生の大きな転換期となったのである。 
 「人はシティが敷いた道から外れることはできない。」何が起ころうが、金持ちになろう

が、貧乏のままだろうが、老いぼれて生きようが、人はいつも出発点に帰ってくる。みん

な「手に入れそこなった１つのものを餓えたように求めて」戻ってくる。それがシティだ

と語り手の女は言う。そしてジョーの場合、「それはドーカスだった。」（１３２）と占う。 
＜６＞ ジョーが手にしたもの 
ジョウーが手に入れそこなったものは自らの身の上話の中にあった。「これは他の男に話

すような事柄じゃない。多分親しい友達とか、以前から、たとえばヴィクトリアのように

ずっと前から知っている人間をのぞけば、人には語れない話だ。ぼくは１８７３年に、ヴ

ァージニア州のヴェスパー・・カウンテイに生まれた。ローダとフランク・ウエリアムズ

がすぐ僕をひきとり、６人の自分たちの子どもと一緒に育ててくれた。」ある日「おまえは、

本当にわたしの子みたいね」とミスター・フランクが言うのを聞いて、ぼくは実の親はど

こかにいるのだと直感した。ぼくの両親はどこにいるのかと尋ねると、ミセス・ローダは

「ああ、二人はね、跡形もなく消えちゃったのよ」と言った。僕にジョーゼフと名づけて

くれたのは彼女である。それでぼくは、自分は「跡形（トレース）もなく消えた両親が忘

れていった唯一の形見」なんだから、ジョーゼフ・トレースであって、ジョーゼフ・ウエ

リアムズじゃないとヴィクトリアに言ったのさ。ヴィクトリアとはミスター・フランクの

末っ子でぼくの一番の親友なのだ。」 
この後７回変身したというジョーは気が付いてみると妻ヴィオレットは言葉を失い、人

形を抱いて眠る女に変わっていた。孤独感がシティのど真ん中でジョーを襲う。ドーカス

に心の拠りどころを求めるようになったジョーはシティ中を歩き回りドーカスを探す。ジ

ョーの過去が蘇ってくる。幼いころのジョーは狩りの名人ハンターズ・ハンターから獲物

を追跡するときの基本を叩き込まれていた。森の中で母ワイルドを捜したときも、彼は鋭

い嗅覚で、女の臭い跡を追跡できた。ひょっとしてあの獣のような女ワイルドは自分の母

であったのかもしれないとジョーは今も思っている。しかし、シティでは違っていた。ド

ーカスの臭跡が自分の方から話しかけてくるのだ。「ぼくは臭跡を探しはしなかった。臭跡

のほうが僕を探して」くるのだ。ジョーは告白するように語りつづけた。「ぼくは、取りと

めもなく歩いていた。シティ中を歩き回った。銃を持ってはいたが、これは銃ではない・・・

君に触れたがっているぼくの手なんだ。」とジョーは言う。銃でドーカスを撃った時「そこ

に留まっていたかった。そして、彼女が倒れて、怪我をする前に抱きとめてやりたかった。」

と。サイレンサーを銃ではなく自分の手だと信じ込んでいるジョウーは、懸想した女に触

れたくて銃を押し当てたのだった。ジョーにとってそれは銃でもなんでもなかった。どう

して銃を使わなくてはならなかったのかと問われれば多分ジョーはこう答えるだろう。“そ

れは僕の手だよ。銃じゃない。”と。ジョーに殺人まで犯させたドーカスを追跡させたシテ

ィはジョーを抱きしめて離さなかった。シティはほんとの自由を与えてくれた。黒人であ

ろうと白人であろうと。それはモリスンの胸中深く息づいている黒人の自由へのノスタル



ジャーが現前化したものだ。黒人の夢をジョーに見せたシティだった。 
＜７＞ 拒絶された母の愛 
 さてトルー・ベルの女主人ヴェラ・ルイーズが引き取って育てた孤児がいた。名前はゴ

ールデン・グレイという。彼はある日父を探しに家を出た。トルー・ベルは何も言わずに

彼を送りだした。彼女はとうに彼の父がハンターズ・ハンターであることを知っていた。

ハンターは今では立派な館を構えるミスター・ヘンリー・レストロイと名乗っているが元

奴隷である。途中グレイは森の中で裸の女を見る。惹きつけられるようについていくと女

は岩に頭を打って大怪我をしていた。ゴールデン・グレイはその女をつれてミスター・ヘ

ンリーの館へ向かう。女は妊娠していた。ミスター・ヘンリーの家で無事出産した女は体

調が回復するととても人間の母親とは考えられない行動にでた。なんと傷の手当てをする

ヘンリーに噛みついくるのである。「なんて野蛮な（ワイルドな）女だ」とミスター・ヘン

リーは怒鳴った。この女こそジョーの母親ワイルドだった。語り手の言葉によればジョー

はその女に会いに「３度もひとりだけの孤独な旅」に出たという。が、会うことは叶わな

かった。それでも憑かれたように彼女の跡を追い続けた。そして最後にジョーが受け取っ

た報酬は母ワイルドの「拒否」であった。 
＜８＞ シティが見せた蜃気楼 
シティに話を戻そう。あのパーティーの人ごみの中でドーカスがジョーを拒否した時、

ジョーの頭のなかにはワイルドに拒否された過去が蘇ってきたのだった。ジョーに引き金

を引かせた動機こそ、あの同じ拒否をドーカスにさせたくないという一心だった。それに

してもジョーがドーカスに見たものは母親ワイルドの面影だったのだろうか（３）？ だと

したらかって母ワイルドに差し伸べた手が彼女によって拒否されたジョーは、こんどこそ

は拒否される前に自分の手（銃）で母ワイルド（その延長上にあるドーカス）に触れたか

ったのだと解釈するのは自然かもしれない。違うのはワイルドは森で、ドーカスはシティ

で、二人は拒否したのだ。ジョーが求め、憧れ続けてきた愛を同じように二人の女は拒否

したのだ。シテイも森も所詮は同じだった。原始の杜と文明の町シティ。しかしもしシテ

ィがジョーに何かを与えたとしたら、それは小娘ドーカスに母の面影を見せてくれたでは

ないだろうか。たとえ蜃気楼の中の母であってもジョーの心を少なからず癒してくれたな

ら、ワイルドを探し回った杜もシティも何ほどの違いがあるというのだろうか。 
 さて物語のハイライトを紹介しよう。それはジョーに撃たれ、瀕死の状態にあるドーカ

スの告白である。「明日になったら、言います。今はそっとしておいてください」。なぜ自

分を射殺した男の名前を明かさなかったのか？それはジョーへの聖女の愛だったのか、そ

れとも自分の不道徳を覆い隠そうとする偽りの愛だったのか？音の名の女は何も言わない。

物語の最終局面に登場する若い女フェリスは告白する。彼女は自分こそドーカスの親友で

あると自負していたのだ。「話しておくべきだったわ。これは､彼女が最後に言った言葉な

の。彼女が・・・・眠りに落ちる前に。みんなが叫んでいたわ。“だれがあんたを撃ったの？

だれが、やったの？”彼女はこう言った。“わたしをほっといて。明日言うわ”・・・それ

から私の名を呼んだのでわたしは彼女のそばに行き膝づいたの。“フェリス､フェリス。も

っと、もっと近くにきて”と言った。私は思い切り顔を寄せたの。彼女は汗をかいていて、



独り言をつぶやいていたわ。眼を開けていられなかったみたい。でも大きく開けて、ほん

とよ、大声でこういったの、“リンゴはひとつしかないわ、”って。“一つだけよ。ジョーに

そう言って。” ほら、わかるでしょう？最期の最期まで彼女の心にあったのは、あなたの

ことよ。わたしがそこに、ちゃんといたのに。彼女のただひとりの親友だと思ってたのに。」

（２３１） 
ドーカスの親友フェリス、愛の対象ドーカスを自らの手で抹殺したジョー、小娘に夫と

二人の愛を奪われた女ヴィオレット、義理の娘ドーカスを奪われたアリス、彼らはこれか

ら人生を一体どうやって、何のために生きていくというのだろうか？しかし語り部は一切

語らないまま、突き放すように言う。 
 “わたしは彼らの大っぴらな愛を羨ましく思うの。わたし自身は秘密の愛しか知らな

いから。彼らにとっては言う必要のない言葉でもわたしは大声で叫びたい。 ”わたしは 

あなただけを愛してきた、向こう見ずに、全身全霊で、ほかの誰でもない、あなただけに

捧げてきたの“と。（２４６） 
音の女が全身全霊を傾けて愛した対象でさえ、跡形もなく消えていった。人の愛とはな

んと美しく、はかないものだろう。愛の魔術師にさえ捕らえることができないとは・・・・。 
 
『ジャズ』は「愛の三部作」の中核をなす作品である。モリスンは誰にこの人間の愛を

語らせたらよいものかと思案した。その結果選ばれたのがこの名も無き語り手、音の女で

あった。彼女は最後に叫ぶ：わたしは、あなただけを愛してきた、向こう見ずに。 
エピグラフにモリスンはナグ・ハマデーのエピタフを載せている：“わたしは音の名前で

あり、名前の音である、”と。 
 

I am the name of the sound 
And the sound of the name 

I am the sign of the letter 
The designation of the division 

(‘Thunder, Perfect Mind’   The Nag  Hammadi) 
ジョーの生きがい、ヴァイオレットの嫉妬、フェリスの嘆き、そしてドーカスの死が風

の音にかき消されぬうちに、作者モリスンの願いどおりわれわれはひたすら耳を傾けて音

を聞くしかあるまい。あの「音の女」の愛のしらべ（音）を。 
（了） 

                            （２００5・１0・２５） 
Notes 
 (1) 作者モリスンはこの物語の語り手として「わたし」という存在を登場させている。「わ
たし」はどうやら音の存在であるらしい。人間であって、人間でない、音は聞こえるが、

姿は見えない、そんな「語り部」をこの物語の進行役に起用したのだが、このモリスンの

意図について Roberta Rubenstein は次のように述べている： 
 The narrator of Jazz is, uniquely, "without sex, gender, or age," a presence Morrison 



designates as the "voice" in order to highlight its function not as a person (of either 
gender) but as "the voice of a talking book .... I deliberately restricted myself [to] using 
an T that was only connected to the artifact of the book as an active participant in the 
invention of the story of the book, as though the book were talking, writing itself, in a 
sense"（Carabi 42）  
冒頭のあの言葉、”Sth” こそ、音であり、文字である。まさしく「語り手」の正体、エ
ピグラフの“I am the sound of the name. I am the name of the sound”なのである。そ
れは男女の区別は無いと、Rubensteinは言うが、わたしは女性として理解したい。  
 （2）以下本文中カッコ内の数字は大社淑子訳『ジャズ』（早川書房、１９９４年）のペ
ージ数を示す。 
  (3) ジョーの求める母親像はワイルドの面影を超越してドーカスに宿ったとする見解に
ついて、Rubenstein はジョーの心の空虚を埋めてくれる存在としてのドーカスが必要で
あったからだといい、それはジョーが再び生まれ変わるために必要であったと結論付けて

いる：The description of his arrival in Wild’s primitive den is especially evocative of the 
mythical return to the womb followed by rebirth: “He had come through a few 
body-lengths of darkness and was looking out the south side of the rock face. A natural 
burrow….Unable to turn around inside, he pulled himself all the way out to reenter 
head first…. The he saw the crevice. He went into it on his behind until a floor stopped 
his slide.” (Jazz, 183) 
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